
「希望に満ち、一人一人が輝く学校」２月号 

陽  心  
教育目標  自主 健康 奉仕 

東陽中学校区の小中学校では、毎月の１４日を「トーヨーの日」として 

『家族団らんの日』を推進しています。 ２月は１４日（土）です。         東陽中学校学校だより 文責：竹田昌彦 

 

 

２月に入り、日差しに少しずつぬくもりが感じられるようになり、春の気

配が待ち遠しい毎日です。暦の上では立春を迎えましたが、まだまだ寒さの

厳しい時期が続きます。体調を崩さないよう、引き続き手洗いやマスクの着

用など、健康に気を配って過ごしましょう。 

 

東陽ブロック特別支援教育合同学習会 

1／16（金） に本交体育館において、ブロック内の小学

校 2校金大宮北小、国府北小 と本校生徒が合同学習会を

行いました。生徒が小学生を上手にリードしながらレクリ

エーションを行い、参加した児童・生徒がいきいきと活動

し、交流を深めました。小学生は小学校と中学校の違いを

肌で感じながらも楽しく活動することができたようです。 

給食委員会集会 

１／19（金月 から 23（金） にかけて給食週間を実施

し、２２(水)には給食週間について、リモートで給食委

員会集会を行いました。今年度は特別企画として、普段

は入れない給食室の様子を動画で紹介し、調理の工夫や

衛生管理の様子を知る機会となりました。子どもたちは

給食ができるまでの過程に関心を高め、感謝の気持ちを

深める時間となりました。健康的に生活する意欲が高まることを願っています。（  

第４回学校運営協議会  

１／２２(木)に今年度最後の学校運営協議会金第４回 

が行われました。はじめに、委員の皆様には授業を参観し

ていただき、学習の様子を見ていただきました。次に、学

校側から令和７年度の教育課程の実施状況と次年度の計

画、学習・生徒指導、地域との連携、学校評価等について

説明をしました。委員の皆様からは、生徒が落ち着いた様

子で授業を受けていることや次年度から変わる県立高校入試について等の質問がありまし

た。また、欠席者に対しての学習支援の進め方、教職員の働き方改革等について意見交換し

ました。委員の皆様、大変お世話になりました。 
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第１学年職業調べ学習発表会  

１／23金） に１年生による「職業調べ発表

会」を実施しました。体育館や各教室を会場に、屋

台村形式で30班が工夫を凝らした発表を行い、保

護者の皆様にも進路学習の取組を見ていただきまし

た。４回のローテーションでの発表を通して、生徒

は互いの学びを共有し、将来について考えを深める

貴重な機会となりました。 

第３回校内避難訓練  

非常事態の発生を想定し、日頃から災害への心

構えを養い、発生時に機敏な行動がとれるように

するとともに、人命尊重を基本とする意識を高め

ることを目的として、１／２７金火 ６校時終了

後に、第３回の避難訓練を実施しました。今回

は、今年度初めての予告なし訓練として地震発生

後の火災を想定し、実際の状況に近い形で行いました。全体の避難は約３分で完了し、生

徒全員が落ち着いて迅速に避難することができました。校長講話では、今後強大地震が起

きることを想定し、今回の訓練を自分事として捉え、非常時に自分と周りを守れる状態に

しておくことが大切であり、本当に行動へ移せるかを振り返るよう問いかけました。命を

守るための行動について改めて考える機会となりました。 

立志式   

１／３０金） 、２学年は本校体育館で立志式を

行いました。式の冒頭では、代表生徒が立志作文を

発表し、これまでの成長や将来への思いを力強く語

りました。続いて「中学校２年間の歩み」として、

１年生から現在までの成長をスライド写真で振り返

りました。「呼びかけの言葉」では、生徒が保護者

に向けて感謝の気持ちと今後の決意を真剣な表情で伝えました。最後の立志記念合唱で

は、立志を迎えた今の心境を伸びやかな歌声に乗せて表現し、温かな雰囲気に包まれた式

となりました。 

 

体調管理をしっかりと行いましょう  

寒さが続く2月は、体調を崩しやすい時期です。最近はインフルエンザや新型コロナウ

イルスなど、感染症が再び広がりつつあります。学校でも欠席が増えてきており、改めて

一人ひとりの予防意識が大切になっています。手洗い・換気・マスクの

活用など、基本的な対策を続けることで、自分だけでなく周りの友だち

を守ることにもつながります。年度の締めくくりを元気に迎えられるよ

う、日々の生活習慣を見直しながら過ごしていきましょう。 


